




















要約:未熟児における栄養素摂取及び身体発育の実態を把握する事を目的に、昨年度から

引き続き東京都内の病院をフィールドに 47 名の対象者を縦断的に調査している。また、

平成 9年 12月より、静岡県の病院をフィールドに同様の調査を開始した。

　また、公的な機関における離乳の指導の実態を明らかにする目的で、東京都 23 区内の

保健所・保険センター等の母子保健事業担当課長、及びその機関で乳児健康診査に従事す

る医師を対象に、アンケート調査を行った。87 施設中、62 カ所より回答が得られたが、

全ての施設で離乳の指導は栄養士が担当していた。また、ほとんどの施設で館内の出生児

の 70%以上が乳児健康診査を受けていた。一方、医師に対するアンケートの回答は、計 194

名から得られた。ほとんどの医師が離乳に関する相談を受ける機会があると答えたにも関

わらず、その知識は必ずしも改定「離乳の基本」に即しているとはいいがたい現状が明ら

かになった。


